

独立行政法人科学技術振興機構（JST）の　地域イノベーション創出総合支援事業　重点地域研究開発推進プログラム　平成20年度「地域ニーズ即応型」に提案していました事業テーマが採択されました。本事業の実施により、香川県内のため池に堆積した底泥のリサイクルを推進するとともに、ため池の水環境改善に貢献してまいります。
１．採択された提案の概要

事業テーマ：「香川県内ため池底泥を利用した炭化多孔質セラミック緑化基盤材の創生と実用化に関する研究」

事業期間：平成20年度（１年間）

事業費：５百万円程度

提　案　者：香川県産業技術センター、㈱豊和開発　
事業概要：香川県には約14,600のため池が点在し、県土面積に対するため池密度は全国１位です。ため池は古くから農業用水の貴重な水資源施設として重要な役割を担ってきましたが、近年、ため池底泥の堆積によって引き起こる水質悪化や悪臭、貯水容量の減少が懸念されるようになりました。そこで、香川県内のため池に堆積した大量の底泥（浚渫土）を利用し、エネルギーコストと環境負荷が極めて低い製造プロセスで、高性能な炭化多孔質緑化基盤材（炭を含み土壌改良機能を有するとともに、保水機能も高いセラミックスの基盤材料）を開発し、県内造園業者に提供するとともに、ため池の水質改善に寄与することで、香川県特有の「ため池底泥」をキーワードとした循環型社会の構築に貢献することをめざします。
２．地域イノベーション創出総合支援事業の概要
全国に展開している研究成果活用プラザやJSTサテライトを拠点として、自治体、経済産業局、JSTの基礎研究や技術移転事業等との連携を図りつつ、シーズ発掘から実用化までの研究開発を切れ目なく行うことにより、地域のおけるイノベーションの創出を総合的に支援する事業。地域ニーズ即応型は地域の中堅・中小企業のニーズ（技術的課題）を起点とし、これに公設試験研究機関等の機能により大学等のジーズをマッチングさせ、地域におけるイノベーション創出に向けた研究開発支援を行うものです。
　　　※採択事業の一覧は独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）の発表資料参照

http://www.jst.go.jp/pr/info/info563/index.html
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